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箱根旧街道石畳 –整備事業の概要–

宗閑寺

村上石橋 一本杉石橋

2021 三島市教育委員会

上長坂地区の石畳

整備後の石畳（下部基礎整備Ｂ）発掘調査で出土した石畳

村上石橋（基礎部分）
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』より「山中新田（部分）」（東京国立博物館所蔵）

一本杉石橋

　願合寺地区は総延長で約７２０ｍありますが、
昭和４７年に補修した２５５ｍを除く範囲の整備を
行いました。この地区の石畳は最も良く残って
いましたが、地形的な制約から昔のままの状態
で保存することはできませんでした。
　整備の手法は、基礎の上に発掘調査で出土
した石材を任意の位置に敷く下部基礎整備Ａ
と、基礎の上に根府川石を敷いて平成の石畳
を造る下部基礎整備Ｂです。石材の違いに注
意して歩いてください。
　また、江戸時代の後半に作られた『東
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が発見されて話題になりました。

　江戸幕府の道中奉行所が測
量の結果を元に作成した絵図
で、江戸時代後半の宿場の様
子が正確に描写されています。
山中新田の部分には街道に面
した３８軒の家の他に、宗

そう

閑
かん

寺
じ

や出土した村上石橋と一本杉
石橋が描かれています。
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　江戸時代初期の箱根越えの坂道は、雨が降れば
脛
すね

まで泥に潜ってしまうような悪路で、ここを通
る旅人は大変な苦労をしました。幕府はこうした
旅人の便を図るため、街道に箱

はこ

根
ね

竹
だけ

を敷きました
が根本的な解決には至らず、延

えん

宝
ぽう

８（１６８０）年に金
１，４０６両余をかけて石敷きの道にしました。これ
が今日有名な箱根の石畳です。

　三島市は平成６年～９年度まで、町おこしを目
的とした箱根旧街道石畳の整備事業を実施しまし
た。整備の対象となったのは笹
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の５地区で、全長約２㎞です。
　整備に先立つ発掘調査の結果、石畳は一辺が３０
～７０㎝・厚さ２０～３０㎝程度の大型の石材を道の両
側に直線的に配置し、その内側にやや小型の石材
を隙間なく敷き並べた、幅

はば

二
に

間
けん

（約３．６ｍ）を基
本とする道であることがわかりました。江戸時代
の石畳に使用されていた石材の大部分は、板のよ
うに割れる性質の安

あん

山
ざん

岩
がん

で、街道周辺の来
らい

光
こう

川
がわ

等
の沢筋から運んできたものと推定されています。
　また、石畳の石材はローム層の上に直接据えて
おり、特別な基礎構造は作られていませんでした。
大型で重量のある石材を組み合わせることによっ
て、基礎を作らなくても十分な強度が得られてい
たのです。しかし特に傾斜の強い場所や、安定の
悪い石材の下には、粘土に小石を混ぜ合わせた基
礎材が敷かれている場合もありました。
　こうした発掘調査の結果と地形的な制約に基づ
いて、大まかに右の６タイプの整備を行いました。
新たに補充した石材は、本来の石畳の石材と同質
の小

お
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だ

原
わら
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の安山岩を使用しました。

箱根旧街道石畳の歴史

石畳の発掘調査と整備の概略

石畳整備方法の概略（整備方法の文字の色は地図の色と一致します）

A：現状維持・部分補修（本来の石）
　　発掘されたままの石畳又はわずかな欠損部に相応の石材の補充

B：下部基礎復元（本来の石）
　　下部基礎の上に発掘調査で出土したとおりに石畳を復元

C：部分下部基礎整備（本来の石+根府川石）
　　石畳の欠損部分には下部基礎の上に根府川石を敷設

D：部分下部基礎整備（本来の石）
　　下部基礎の上に発掘調査で出土した石材を任意の位置に敷設

E：下部基礎整備Ｂ（根府川石）
　　下部基礎の上に根府川石を平成の石畳として敷設

F：石畳風整備（柿木石）
　　下部基礎の上に柿木石を石畳風に敷設

江戸時代末期頃の箱根旧街道
　　　　（横浜開港資料館所蔵）

現在の松並木（三島市初音ヶ原） 錦田一里塚（南側）

　笹原地区の石畳は、農耕車が通ることを前提
とした整備を行いました。そのため、基礎の上
に発掘調査で見つかったままの石畳を復元する
下部基礎復元と、基礎の上に根府川石を敷い
て平成の石畳を造る下部基礎整備Ｂの手法が
中心になりました。この他に、特に石畳の残り
の良い１４５ｍをほぼ江戸時代のままの姿で残し
た部分補修区間、集落内の生活道路は柿

かき

木
ぎ

石
いし

を敷いた石畳風整備区間として整備しました。
　また、江戸時代の石畳に使われている小型
の石材は小

こ

口
ぐち

面
めん

を上にしています。これは地中
に埋め込む面積を増やす事によって、石材の安
定を図る工夫と考えられます。

　上長坂地区では、石畳が最も良く残っていた
地点を、現状維持区間として保存したので、今
でも江戸時代のままの石畳を見ることができま
す。ここの急坂の部分には小型の石材が凸凹に
ぎっしり敷かれています。私達は急坂には安定
の良い大型の石材を敷くように考えがちですが、
平らな石は雨や雪の日にはかえって滑りやすく
危険です。江戸時代の人々はこうした危険を避
けるために、小型の石材を敷いたのでしょう。
　その他に、少しでも石畳の残っていた所は本
来の石材と根

ね

府
ぶ

川
かわ

石
いし

の混在する部分下部基礎
整備、全く残っていなかった所は下部基礎整備
Ｂの手法で平成の石畳として整備しました。
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　浅間平地区の整備の方法は大きく３つに分
けられます。石畳が良好に残っていた中央の
約４３ｍは、部分補修区間として相応の石材の
補充をしました。両側もしくは片側の縁石が
残っているだけの部分は縁石をそのまま残し、
石材の欠落した部分には基礎を作った上に根
府川石を敷く部分下部基礎整備、石畳がほと
んど残っていなかった国道沿いの部分は、基
礎の上に根府川石を敷いて平成の石畳を造る
下部基礎整備Ｂとして整備しました。
　また、富

ふ

士
じ

見
み

平
だいら

は江戸時代から富士山を望
む景勝地として良く知られており、多くの街道
図や旅日記に紹介されています。
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発掘調査前の石畳 発掘調査で出土した石畳

江戸時代の富士見平
『東街便覧図略』より
（名古屋市博物館所蔵）

現在の富士見平

　腰巻地区で石畳が良好に残っていたのは、
山中城の駐車場へ降りる階段の上方２０ｍと下
方４０ｍの約６０ｍだけなので、この部分を下部
基礎復元として整備しました。下部基礎復元
とは、発掘調査で出土した石畳の正確な平面
図を作った後に、全ての石材に番号を付けて
一但取り外し、新たに基礎を作った上に図面
どおりに石畳を復元するという方法です。
　これ以外の石畳が残っていなかった部分は、
基礎の上に根府川石を敷いて平成の石畳を造
る下部基礎整備Ｂとし、山

やま

中
なか

新
しん

田
でん

の集落内は
車の通行があるので、基礎の上に柿

かき

木
ぎ

石
いし

を敷
いた石畳風の道路として整備しました。
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発掘調査で出土した石畳

発掘調査前の石畳

発掘調査で出土した石畳 整備後の石畳（下部基礎復元）
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